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要点

人生の質向上への論点シフト
‒社会的要請とヘルスデータの質の変化
病気にならないことから、「人生」そのものの
質の向上へ、と社会的なニーズが変化する中、
注目・活用されるヘルスデータもより質の高い
データへと変わっている。

Narrow AIからBroad AIの時代へ
‒人生の質の向上を実現する新たなAI
質の高いデータが多方面で生まれることにより、
AIの活用は、一様・一元的なデータから課題を
解くNarrow AIから、個人の性格や社会の関わ
りまで複合・多面的事象を解くBroad AIへとシ
フトする。

社会包括的なビジネス形態の台頭
‒エコシステムビジネス
自社・自機関で取得し活用できるヘルスデータ
の範囲で考えていては、継続的な仕組みの構築
は困難であり、エコシステムを通した社会実装が
必要。

少子高齢化、社会保障費の増大、独居老人・孤独死の増
加など、日本が迎えた超高齢社会において、社会課題が
山積しているという論調は以前から盛んである。同時に、
健康寿命延伸、働く高齢者の支援など、新たな解決策を
見出そうとする動きも加速している。年齢を重ねるに
従って人間の体におこる様々な変化は、個々人のQoL
(Quality of Life ‒ 「人生」の質)に多大な影響を及ぼす。

ヘルスケアAIをはじめとした最新のITは新たな人生設計
を可能にし、社会のあり方を変えようとしている。本項
では、こうした大きな流れの中でヘルスデータとAIがど
のような役割を果たし社会実装されていくのか、人生と
いう多面的で複雑な課題を取り扱うときAIがどのように
進歩していくのか 、IBMの取り組み事例を交えながらそ
の可能性について概観したい。

1. はじめに
QoL向上への社会要請

2. ヘルスケアAIの主流
ヘルスデータの解析AI

近年の健康寿命延伸には医療技術の進歩が大きく寄与し
ている。特にここ数年はAIの活用が注目を集めており、
臨床現場への活用が期待されている。IBMにおいて取り
組んでいるAIのヘルスケアへの応用は大きく４種類の技
術分野に分類することができる。

画像解析型AI

現代の医療においてはCT、MRI、PETなどの断層画像を
はじめとする、様々な画像情報とそれを活用した診断が
重要な役割を果たしている。しかし大量の画像から人手
で問題のある画像を見つけるには膨大な時間がかかる。
そこでその負担を減らすために、人が確認する前にあら
かじめ画像を絞り込むのがこの画像解析型のAIである。
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図1

知識探索型AI

ガン治療の知見は日々蓄積されており、すでに2300
万報以上ものヘルスケア関連論文が存在している。こ
れだけ大量の論文を読みこなすことは人間には難しい。
そこでIBMでは、大量の医学論文の中から抗がん剤と
投与された患者の遺伝子の変異の型、投薬の効果を統
計的に解析し、個々の患者の遺伝子に適した抗がん剤
を推薦する技術を研究している1。こうした応用を知識
検索型AIと分類している。

予測モデル型AI

2型糖尿病をはじめとした生活習慣病は、日々の生活
習慣に大きな影響を受け、悪化すると様々な合併症を
引き起こす。病院での診断や検査結果データの多くは
電子カルテシステムに保管され、患者の病状経過が時
系列情報として記録されているが、この時系列情報を
解析することで将来発生する疾患を予測するのが予測
モデル型AIと呼ばれる技術である。日本でも藤田医科
大学、第一生命保険と共同で64000名に及ぶ2型糖尿
病患者の電子カルテデータを分析し、糖尿病合併症の
一つである腎症の180日後の病状進行を予測するモデ
ルを構築した。

電子カルテの情報には、血液検査結果のような構造化
データだけでなく、医師が手入力した検査データ値の
表記の揺れや略字など、ノイズが多く含まれたテキス
トデータも多く含まれている。こうしたデータから予
測モデル構築に必要な情報を抽出するために、東京基
礎研究所において長年研究されてきたヘルスデータの
自然言語解析技術 が活用されている2。このような構
造化・非構造化データから抽出された様々な特徴量に
対して深層学習などAI の技術を組み合わせることで精
度の高い予測モデルを実現することができた3。近い将
来には、こうした予測モデルを活用することで、適切
なタイミングに適切な健康指導や治療を実施できるよ
うになることが期待されている。

日常生活における行動の集積データが
科学的な早期発見・予防を実現するための
重要なヘルスデータとなる

IoT型

4種類の技術分野のうち、上記の３種類はその有効性
に対する社会的な理解が深まりつつあり「医療研究・
臨床の場」における実用化が進むと見込まれている。
一般に、医療機関において検査、診断を受けるのは、
既に何らかの変調をきたした状態であることが多い。
しかし高齢社会における生活習慣病や虚弱化の予防・
介入(健康の保持増進につながる行動の指導、投薬など
の総称) には「日常生活の場」において罹患・発症す
る前の状態を知る必要がある。そこで、普及が進んで
いるスマートフォンやセンサーのデータからヘルスケ
アに関する情報を解析し、疾病の早期発見や症状変化
のモニタリングを行うIoT型のAI活用(IoTヘルス)が注
目されている。

各国にあるIBMの基礎研究所ではこの分野に長年取り
組んできた。2012年には統合失調症、躁病そして健
常者を判別する技術を発表し4、2017年にはパーキン
ソン病の症状を日常生活動作から評価する技術を開発
した5。 一方で、認知症は現在のところ有効な予防・
治療方法が存在せず、社会的負担は日本だけでなく世
界共通の社会問題となっている6。現在、有力視されて
いる方法が発症前の介入である。認知症を発症前の可
能な限り早い段階で発見できれば、日常生活の改善や
近い将来の新薬により、発症を遅らせられる可能性が
指摘されている。

日本では2017年から筑波大学と認知症を早期に発見
する技術の確立を目指して共同研究を行ってきた。現
在、早期発見には脳脊髄液の検査やPET検査が用いら
れている。しかし これらの検査方法は患者に身体的負
担がかかる上に高額である。一方「日常の行動」であ
れば各種センサーの測定データから分析することが可
能である。そこで、通常の歩行動作、文字の筆記も含
めた描画動作、動画視聴時の視線、そして対話時の音
声などの日常行動からの早期発見実現を目指している
7,8。

IoT型知識検索型 予測モデル型画像解析型
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これまでにもQoLの評価基準が数多く提案されてきた
が、重要な要素として共通しているのが「感情
(Feeling)」である。たとえばWHOが定めた基準9でも
「ポジティブな感情、ネガティブな感情」が組み入れ
られている。IBMは国立長寿医療研究センターとこの
ような感情の領域に切り込む取り組みを行っている。

介護者にとって、介護作業は精神的負担が大きく、多
くの介護者が介護鬱の状態にあると言われている。そ
こで、パーソナライズされたサポートの実現を目指し
て介護者の精神的な負担を個人ごとに解析した。具体
的には心理士が行なったインタビューの結果を、IBM
WatsonのPersonality Insightsで分析し性格傾向を推
定し、一方でインタビュー内容発言に含まれるポジ
ティブ/ネガティブな表現を自然言語処理技術により抽
出し、主観的な負担の程度を推定した。その結果、特
定の性格傾向を持つグループではネガティブ発言の頻
度が高く、重点的なケアが必要と推定されることや、
ネガティブな表現と共起している言葉を抽出すること
で負担感の要因が抽出された。

検証にさらなる分析が必要であるものの、同じ介護作
業であっても介護者によって負担感が異なること、同
じ負担感であっても負担と感じる作業が異なることな
どを確認することができた。被介護者に応用した場合
は、負担と感じる介護者、ロボットによる介護を受け
た際の感情などを分析できる可能性がある。こうした
視点でのデータ取得、AI分析を重ねることで、介護者
と被介護者の相性マッチングの最適化、ロボットによ
る介護手法の最適化などへの応用が可能となり、将来
的に介護者・被介護者の物理的および精神的負担の軽
減に繋がると期待される。

3. 介護領域でのAI
人の負担の軽減、負担感の軽減へ

高齢者のQoL向上のためには、精神面でのケ
アや社会的繋がりにおける支援も不可欠

4. 社会的繋がり
社会参加を促す、包括的なAI・情報技術

最後に社会的繋がりを支援するAIを取り上げたい。健
康でありネガティブな感情が低減されたとしても、社
会問題にもなっている高齢者の孤独というテーマに取
り組まない限り、実質的な高齢者のQoL向上は難しい。
IBMは2018年に孤独と高齢化社会に関するレポートを
発行しており、継続的にこのテーマに取り組んでいる
10。

これまで身体機能低下に 伴う行動範囲の減少 、死亡に
よる知人の減少が相まって徐々に人の繋がりが減り、
孤独化することが必然として受け入れられてきた。し
かし、孤独は直接的に寿命に影響を及ぼすという意味
で疾病と同等に取り扱うべきであるという世界的な認
識が広がっている。IBMではこうした孤独の課題の拡
大を予見するとともに超高齢社会における社会参加の
重要性を認識し、東京大学と共に科学技術振興機構
（JST）の支援のもと、実証研究プロジェクト「高齢
者クラウド」に2011年から取り組んできた。

このプロジェクトには二つのフォーカスがある。一つ
はスキルの分析である。高齢者の多くは若者と比較し
て豊富な経験と培ったスキルを持っているはずである。
しかしそうしたスキルが十分に活かされているとは言
えない。そこで、高度なスキルを持つエキスパート高
齢者の紹介事業を行う事業者等の協力を得て、職務経
歴書や面談テキストからのスキル抽出と仕事案件情報
とのマッチングを支援する技術を開発した。もう一つ
がコミュニティの活性化だ。例えば東京大学が開発し
たGBERは一言で言えばUberのコミュニティ版である。
地域のアクティブシニアの興味にそった仕事を紹介し、
大勢で仕事をシェアしながら働くことを手助けする。
これまでに千葉県柏市などで運用され、のべ2000名以
上の高齢者に就業機会を提供してきた11。現在、高齢
者の間でもスマートフォンやタブレットデバイスの普
及が進んでいる。これにともない情報技術を活用して
社会参加を促す仕組みが今後より重要性を増していく
であろう。
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前項までは、どのような視点でデータを認識し、どの
ような目的で蓄積・分析すべきかという視点提供を
行った。これらのデータは図２に示すようにミクロか
らマクロまで多岐にわたっている。だがこれらのAIを
個別に構築していくだけでは人生の質の向上という全
体像の実現は難しい。

現在主流である一様・一元的なデータから特定の課題
を解くために開発されているAIをIBMではNarrow AI
と呼んでいる。しかし、Narrow AIが取り扱っている
各課題は、他のレイヤーと切り離されて存在している
わけではない。例えば認知機能の低下はCellレイヤー
の脳神経細胞内のタンパクの変化によって引き起こさ
れ、Human Bodyレイヤーの歩行（運動機能）や発話
（言語機能）に影響を与え、さらにSocial & 
Psychologicalレイヤーのコミュニケーションや
ショッピング など広範な社会的行動に影響を与える。
こうした複合・多面的事象を分析して問題解決に当た
る次世代のAIを私たちは「Broad AI」と呼んでいる。

Broad AIは複数の問題を解くことのできるAIとしては
じまり、Social & Psychologicalレイヤーに属するよ
うな複数分野にまたがる多種類かつ少量のデータから
学習可能なAIとして成長していくと予測している12。

5. ミクロからマクロ
Narrow AI と Broad AIという視点

6. 社会実装
エコシステムによる真のパーソナライズ

このように、次世代のAIを見据えた上で、現在の
Narrow AIから社会実装をはじめるためには何が求め
られるのか。一企業・一団体が独自に広範なデータを
収集・蓄積し、AIによる分析で価値を創出し、ステー
クホルダーに提供することは困難であろう。そこで、
一つの答えとして業界の枠を超えた取り組みを挙げた
い。

順天堂大学はキリンホールディングス、三菱UFJリー
ス、グローリー、日本生命、三菱UFJ信託銀行、IBM
など６社と連携し、共同研究に着手した。産学連携に
より、大学の持つ患者の臨床データに加えて、日常生
活様式や健康食品の介入により神経変性疾患や認知症
患者にとっての適切な生活習慣を明らかにする目的で
ある。具体的には、医療機関の臨床情報、遠隔診療時
にみて取れる経時的な表情や症状の変化、自宅での日
常的な食生活など、多岐に渡る包括的な情報を集積分
析し、その得られた結果をまた患者へ医療やサービス
の形で還元するという社会の実現を目指している。

同様の考え方の取り組みとして、琉球大学が久米島町
と推進している糖尿病予備軍に対する健康増進のため
の介入研究が挙げられる。こちらは生活習慣から大き
な影響を受ける 2型糖尿病の予防を目指した取り組み
である。検診を主導する久米島町と久米島病院、医学
的な見地で介入・観察研究を主導する琉球大学、健診
データを提供するIT企業、日々の生活や活動内容を入
力するアプリケーションを提供するIT企業、個人の行
動特性や居住環境、季節・天候などを考慮した個別介
入メッセージを生成するIBM、という多岐にわたる組
織が連携することで可能になる多面的なデータを活用
して、久米島町民の健康増進を目指すものである。

個々人の複合・多面的な事象解決に求め
られるBroad AIの実現には、企業間連携
などのエコシステム創出が必要となる

図2
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ここまで述べてきたように、現在主流である単一的
なヘルスケアAIだけではなく、ミクロかマクロまで
様々なレイヤーの多面的で複合的な「人生の」デー
タを新たなAI技術により融合し、社会実装していく
ことが必要である。これにより予防・介入 から社会
参加促進も含めた新たな超高齢社会のQoL向上のた
めのサービスが実現可能になる。しかし、その際に
検討すべき課題も数多く存在する。

まず一つ目は、扱うデータの質である。Broad AIで
目指すAIを開発するにあたっても、科学的な裏付け
があるデータが取得できる取り組みが重要である。
例えば入手が容易な、医学的なエビデンスが乏しい
データを集積しても、臨床現場への応用が難しく、
複合的なデータの一部として活用することも難しい。

二つ目は、最終的な社会実装までの道のりである。
入手可能なデータに既存のAI技術を適用するという
アプローチだけでなく、ビジネス展開や臨床応用を
見据えた持続性のある取り組みとなるよう、産官学
や業界の枠組みを超えた取り組みを並行して検討し
ていくことが重要となる。既存のビジネスバリュー
チェーンの延長線上ではなく、全く新規のエコシス
テムビジネスを創出するという戦略的な視点で、ヘ
ルスデータや進歩し続けるAI技術を捉えることが必
要となる。

今各企業に求 められるのは、ブームに振り回される
ことなく、軸足を置くべきヘルスデータと実効性の
あるAI技術を見定めたうえで、超高齢社会における
複合的な諸課題のうち、どの問題を、どのような
パートナーと協業し、持続可能なビジネスモデル確
立への道のりを進むかを検討することではないだろ
うか。そうしたエコシステムを構築できた企業群こ
そが、現在から来るべきBroad AIの時代に至るまで、
複合・多面的な「人生のデータ」を生かしたソ
リューションの提供者になれるであろう。今後も
IBMは、そうした企業群のパートナーとしてグロー
バルな経験と、各国に広がる研究所のネットワーク
を活かして支援をしていきたい。

7. 目指すべき将来像にむけて
今すべきこと

考慮すべき重要な問いとは

Ø 人生の質を向上させるサービスを実現するに
あたり、エビデンスとなる質の高いデータを
蓄積・活用する戦略を持っていますか。

Ø 現在主流となっているNarrow AIのみでAI戦
略を考えていませんか。Broad AIの時代に
向けたビジネス戦略はありますか。

Ø 全く新しい価値創出・提供という観点で、異
業種パートナーとの協業に取り組んでいます
か。

超高齢社会において「人生の質」を
向上するためにヘルスデータ×AIが
果たす役割と企業間連携の重要性
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